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2022年１月期連結業績予想および配当予想に関するお知らせ 

 

 未公表でありました2022年１月期連結業績予想および配当予想を下記のとおりお知らせいたします。 

 

 

記 

 

１．2022年１月期連結業績予想（2021年２月１日～2022年１月31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主 

に帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想（A） 

百万円 

- 

百万円 

- 

百万円 

- 

百万円 

- 

円 銭 

- 

今回修正予想（B） 11,450 1,700 1,770 1,255 139.41 

増 減 額 （B－A） - - - -  

増   減   率（%） - - - -  

（参考）2021年１月期

通期実績 
9,733 868 954 1,009 112.17 

 

２．2022年１月期通期の連結業績予想の開示理由 

 通期連結業績予想につきましては、新型コロナウイルス感染拡大の影響により先行きが不透明な状況と

なっており、2021年９月８日の決算発表時において合理的な業績予想の算定が困難であったことから未公

表としておりましたが、現時点での入手可能な情報に基づいて予想値の算出が可能となったため、2022年

１月期通期の連結業績予想を公表いたします。 

通期の連結売上高につきましては、プラスチック成形事業に関連する半導体業界の需要が、通信機器等

の需要拡大等により堅調に推移することが見込まれ、また、成形機事業に関連する自動車業界、電機業界

も、サプライチェーンの混乱等の懸念材料があるものの緩やかに需要が回復すると見込まれることから、

前年同期を上回る11,450百万円となる見通しであります。 

 利益につきましては、プラスチック原料・その他購入部材費、運送費等の上昇や部材全般の供給不足の

影響が懸念されますが、工場稼働率の向上や新たな高機能樹脂製品の拡販等により、前年同期を上回る見

通しであります。 



 

３．配当予想 

 
年間配当金 

第２四半期末 期 末 合計 

前 回 発 表 予 想 

（2 0 2 1 年９月８日発表） 

円 銭 

20.00 

円 銭 

－ 

円 銭 

－ 

今 回 発 表 予 想 － 25.00 45.00 

当 期 実 績 20.00   

前期実績（2021 年１月期） 10.00 20.00 30.00 

 

４．配当予想の開示理由 

 配当予想につきましては、株主の皆様に対する利益還元と財務の安全性を重要な施策として位置付けて

おり、財務体質の強化を図り資金需要に備えたうえで、業績や経営状況を総合的に勘案し実施してまいり

たいと考えております。 

 つきましては、期末配当予想を１株当たり25円とさせていただきます。この結果、2022年１月期の年

間配当予想は、中間配当20円と合わせ、１株当たり45円となります。 
  

※上記の業績予想は、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、不確定な要素を

含んでおります。実際の業績は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

       

 以 上 


